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ジ6 ）別の比較をした。そして Allen & Meyer(1990) 7 ）に
より開発され、高橋（1999）によって日本語訳された「日




























































































































自信 挑戦・達成 仲間関係 唯一無二性 不安克服
3 ．私はこれまで実績をあげたほうである 0.883 －0.133 －0.098 －0.104 0.058
21．自分が役に立っていると感じる 0.772 －0.040 0.080 0.129 －0.092
１．自分が貢献したといえるしごとがある 0.747 0.093 －0.020 －0.137 －0.140
14．自分はこの職場で必要とされている 0.609 －0.018 0.138 0.190 －0.087
7 ．他人よりも得意なしごとがある 0.586 0.238 －0.109 －0.105 0.196
4 ．人ができないしごとでも自分ならできる 0.585 0.059 －0.122 －0.043 0.267
22．しごとを上手くこなしている自信がある 0.527 －0.066 0.074 0.125 0.299
16．社会に貢献しているという実感がある 0.462 0.195 －0.061 0.179 －0.075
8 ．頑張れば結果はついてくる －0.085 0.791 0.169 －0.042 －0.036
6 ．頑張っただけ達成感がある 0.146 0.690 0.178 －0.144 －0.194
10．しごとで挑戦することは楽しい －0.061 0.673 0.000 0.125 0.160
11．しごとをやり終えると充実感がある 0.112 0.671 0.119 －0.010 －0.128
25．新しいことを始めるときワクワクする －0.050 0.637 －0.179 0.111 0.221
27．解決困難な問題でもあきらめずに努力する 0.033 0.575 －0.073 －0.040 －0.004
29．もっと自分の専門を伸ばしたい －0.041 0.575 －0.161 －0.007 0.031
28．仲間とどう関わったらよいかわからない（Ｒ） 0.060 0.062 －0.724 0.085 －0.304
2 ．私は職場で孤立していると感じる（Ｒ） －0.114 0.016 －0.698 0.154 －0.155
17．仲間と望ましい関係を築いている 0.188 －0.085 0.490 0.164 0.025
12．仲間を信頼している －0.054 －0.008 0.473 0.294 －0.098
18．いくら頑張っても認めてくれる人はいない（Ｒ） 0.140 －0.026 －0.452 －0.254 －0.020
23．足を引っ張られているとかんじることがある（Ｒ） 0.156 －0.039 －0.429 0.008 －0.100
19．ひとりひとりの意見が尊重されている －0.095 －0.066 0.033 0.734 －0.038
24．個人の主体的な取り組みが認められている 0.058 0.014 －0.161 0.690 0.058
13．努力に見合う評価が得られている －0.057 0.078 0.160 0.652 －0.131
9 ．自分の個性が大切にされている 0.061 0.031 0.094 0.586 0.031
5 ．失敗するのではないかと不安になる（Ｒ） －0.069 0.096 －0.179 0.078 －0.673
26．過去の失敗を思い出して、落ち込むことがある（Ｒ） 0.064 －0.077 －0.270 0.086 －0.663
20．初めてのしごとでも恐れずに取り組める 0.065 0.151 －0.071 0.277 0.436
因子寄与率 43.517 43.885 31.059 44.584 36.086
因子間相関 自信 1.000 0.602 0.278 0.480 0.486
挑戦・達成 0.602 1.000 0.273 0.463 0.295
仲間関係 0.278 0.273 1.000 0.523 0.281
唯一無二性 0.480 0.463 0.523 1.000 0.219
不安克服 0.486 0.295 0.281 0.219 1.000
Table 1 「職業人を対象とした自己効力感」に関する質問項目の因子分析結果（Ｒ逆転項目）
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Research on Factors to Take Hold of Workplaces of Nurses:
Development of Self-efficacy Scale Standards for Working People
Akinori NODA
Abstract：Even though Japan’s workforce requires many nurses due to medical technological changes and its
aging society, a chronic nursing shortage continues to exacerbate the labor situation. I concentrated on self-
efficacy as one factor that affects the desire to keep working and developed a scale that measures a person’s self-
efficacy scale. I distributed questionnaires to nurses and analyzed the results. I used the existing scale as a base
for the questionnaire contents of the self-efficacy of people who are working. As a result of factor analysis, I
extracted the following indexes: “trust”, “challenge, achievement”, “friendships”, “characteristic”, and 5 indexes
of “conquest for worry”.
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